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“使える”デザインスキル
就職先の可能性が広がる
ECサイトなどを自社で持つ企業が増えている為、画像制作ス
キルを持つ人材への需要が高まっている。

在宅ワークや副業も可能
WEBメディアの活用が一般的になった為、アウトソーシング
によるデザイン案件も増加傾向にある。

ビジネスの武器になる
会社にお勤めで提案書などを作る場合、自分のビジネスで集
客や販売を行なう場合など、あらゆる場面で武器になる。

今の時代、“使える”場面の多いスキル



その全てが“フリー”なら

気軽に取り組めて、可能性は無限大

フリーウェア・フリー画像・フリーフォントで学べば
デザインを成立させる為に必要な要素が全て無料で用意できる。リスクフリーで誰
にでもデザインスキルが学べて、活用する事ができる。

スタートが自由・環境から自由・共有も自由
PCさえあればいつでも自由に始められて、環境に左右されずスキルが発揮でき、
また成果物が編集可能な形で他者と自由に共有できる。

そして表現の自由度が、ライフスタイルの自由度へ
表現の自由度は自己演出の自由度につながり、それがライフスタイルにおける選択
肢の自由度につながっていく。



フリーでどこまで作れるのか
・WEBサイトのアイキャッチ画像

他のスキルと組み合わせると更に広がっていく。

・Youtubeのサムネール画像
・ECサイトの商品画像
・ランディングページのヘッダー画像
・SNS広告などの広告用バナー
・電子書籍の表紙
・チラシやポスターなどの印刷物
・企画書・提案書・プレゼン資料
・SNS等に投稿するネタ画像



  デザインは知識であり、 
スキルである



デザインは知識であり、スキルである
デザインを構成する素材の知識
どこでどんな素材が手に入るのか、何を作る為にどんな素
材が必要なのかという知識。

デザインを成立させるルールの知識
文字や写真をどうレイアウトすれば、どう配色すればデザ
インが成立させられるのかという知識。

デザインを活かすセンスの知識
特殊能力のようなイメージが持たれがちな「センス」も、 
実は「表現の文脈に対する知識」と言える。

デザインはこれらの知識を組み合わせて使いこなすスキル



デザインを構成する素材の知識



デザインを構成する素材の知識

知って集めるだけで実力が上がる

ソフトウェア・画像・フォントの知識
素材の蓄積はそれ自体が実力の一部であり、質の高い素材を多く持つほどにデザイ
ン力が高まるとも言える。過去の作品なども流用元として素材になったりする。

素材の悪さをテクニックでカバーするのは難しい
素材の質の悪さは全てを台無しにするだけの破壊力がある。素材に対する知識があ
るだけで、デザインにおいて一定の質は保たれる。

良質な素材があれば、制作テクニックはシンプルで済む
特に複雑なテクニックが使えないうちは、素材探しに時間をかけるべき。良い写真
一枚あれば、文字をシンプルに載せるだけでデザインは成立する。



素材の知識①：フリーウェア
まず、グラフィックソフトは大きく分けて2種類

Illustrator

Illustratorに代表される、主に図形描画などを
目的とするソフト。文字や写真のレイアウトや
配色、ロゴやイラストを製図したりする。

ドロー系ソフト
Photoshopに代表される、主に写真加工など
を目的とするソフト。写真の色調補正を行なっ
たり、合成写真を作ったりする。

ペイント系ソフト

Photoshop



素材の知識①：フリーウェア
高度な写真合成や複雑な製図が不要なら、レイアウトソフトで充分

「素材そのものを作り出すスキル」と「素材を使ってデザインするスキル」は分けて考える。 
良い素材が探せれば、あとはそこに文字をレイアウトするだけでもデザインは成立する。 
昔は素材の入手に大きなコストが掛かった事もあり、素材そのものを作り出せなければ、 
デザインの自由度はものすごく低かったが、今はインターネット上で素材が豊富に手に入る。 
「素材そのものを作り出す」にはPhotoshopやIllustratorなどが無いとキツイが、 
「素材を使ってデザインする」だけであれば、レイアウトソフトだけでもかなりの事ができる。



素材の知識①：フリーウェア
おすすめのレイアウトソフト

Power Point
無料ではないがWindows
ユーザーにはお持ちの方
が多い。既に使い慣れて
いる方には特にオススメ。

Keynote
Macユーザであればデ
フォルトで入っている。
無料で使えて非常に高い
表現力を持つ。

Inkscape
フリーのドロー系ソフト。
Win/Mac共に使える
が、環境によって一部使
えない機能などがある。

Open Office
中に含まれるフリーのレ
イアウトソフトImpress
はWin/Mac共に使える
が、表現力がやや低め。



素材の知識①：フリーウェア
おすすめの画像加工ソフト

Gimp
レイアウトソフトでも簡単な色調補正はできるも
のの、もっと細やかに写真の色合いなどをコント
ロールしたい場合は画像加工ソフトが必要。 
GimpはWin/Mac両方で使えて、その上無料。

より高度な表現がしたくなってから、 
PhotoshopやIllustratorを使っても遅くないので 
まずは無料で使えるソフトで取り組んでみる。



補足：有料ソフトの優位性
高度なデザインを速く作る機能が豊富
プロとして専業でデザインをしようと思うと、高度なデザ
インを速く作る必要がある為、無料ソフトではキツくなる。

使用ノウハウの情報量が多い
ユーザー数が多い為、ネット上に情報が多い。ソフトの使
い方や制作テクニックを調べる上で非常に有利。

他のデザイナーとデータ共有がしやすい
プロのデザイナーは全員PhotoshopとIllustratorで作業す
るので、プロ同士でチーム制作する場合は必須になる。

ニーズに合わせて使い分ける



素材の知識②：フリー画像

横断検索サイトを使えば、数十のサイトから素材画像を探せる

O-DAN(オーダン) 
海外の画像サイトを複数横断的に
検索して画像が探せるサイト

タダピク 
国内の画像サイトを複数横断的に
検索して画像が探せるサイト

Illust AC(イラストエーシー) 
使いやすいイラスト素材が豊富に
掲載されているサイト



素材の知識③：フリーフォント

まずはこの3フォントだけに絞って使えば大きく外す事はない

源真ゴシックP http://jikasei.me/font/genshin/
線の太さが一定で表情が控えめなゴシック体は、どんなデザインにも無難に合う。
やや男性的で事務的。源真ゴシックはフリーでありながら7ウェイト揃っている。

https://github.com/adobe-fonts/source-han-serif/tree/release/SubsetOTF/JP

線に強弱があり表情豊かな明朝体は、情緒的で優雅な印象を与える。やや女性的。
源ノ明朝はフリーで7ウェイト揃っていておすすめ。次点は 。

https://okoneya.jp/font/download.html#dl-gel

ゴシック体と明朝体の間ぐらいの書体。ゴシック体の気軽さと明朝体の表情を併せ
持つイメージ。女性向けのデザインに合わせやすい。



素材の知識③：フリーフォント

センスもテクニックも不要で、 
知識として知って、使うだけでそれっぽくなる。 
こうした積み重ねがプロっぽい完成度につながる。

MSゴシック 源真ゴシックP



まとめ

まずはソフトやフォントのインストール、素材サイトのブックマークから

デザインスキルは現在、活かせる場面が非常に多い
多くの企業が自社でWEBメディアやECサイトを持ち、ネット上で集客・販売・ブ
ランディングを行う現在、デザインスキルはあらゆる場面で武器になる。

ソフト・素材・フォント、全て無料でも実用的に使える
今は実用的なデザインスキルも、知識さえあれば全くお金をかけずに使う事ができ
る。無料で取り組めるからリスクもなく、自由に取り組む事ができる。

質の良い素材を集めれば、最低限の品質は確保される
良質な素材の入手方法や、手元に集めた素材の蓄積はそれそのものが資産であり、
デザイン力の一部。知識として得るだけで、デザイン力を高める事ができる。


